
― 1 ―

注意事項

　１．受験番号，氏名および解答はすべて別紙の解答用紙に記入しなさい。

　２．問題用紙に解答を書きこんでも採点されません。

　３． 解答用紙に図形や直線などをかきこむ場合は，手がきでかきこみなさい。

（全　　８　　ページ）
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　 　　　　ヒトや動物の体について，あとの問いに答えなさい。

問１　ヒトが息を吸ったりはいたりするしくみを調べるために，ペットボトルを半分に切って，図１

のような装置をつくりました。また，ヒトの吸う空気とはき出した空気にふくまれる気体Ａ～Ｃ

の体積の割合を調べたところ，表１のような結果になりました。

⑴　図１の装置で，ゴム風船，ゴム膜，ペットボトルは，ヒトの体のどの部分を表していますか。

その組み合わせとして適切なものを，次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。

　

⑵　図１の装置で，ひもを引いたりもどしたりしたときのようすについて説明した文として適切

なものを，次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。

ア　ひもを引くとゴム風船がふくらむ。これは，ヒトが息を吸うときのようすと同じである。

イ　ひもを引くとゴム風船がふくらむ。これは，ヒトが息をはくときのようすと同じである。

ウ　ひもをもどすとゴム風船がふくらむ。これは，ヒトが息を吸うときのようすと同じである。

エ　ひもをもどすとゴム風船がふくらむ。これは，ヒトが息をはくときのようすと同じである。

⑶　表１の気体Ａ～Ｃのうち，二酸化炭素の体積の割合を表しているのはどれですか。１つ選び，

記号で答えなさい。

⑷　１回の呼吸で吸う空気，はき出す空気がそれぞれ 500mL で，１分間の呼吸数が 18 回とする

と，１分間で体内にとり入れられる酸素の体積は何 mL ですか。

第１問

ゴム栓
せん

ガラス管

ペットボトル
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図１

表１

気体 吸う空気 はき出した空気
Ａ 78％ 78％
Ｂ 21％ 16％
Ｃ 0.03％ 4.6％

その他 0.97％ 1.4％

ゴム風船 ゴム膜 ペットボトル
ア 肺 肺の筋肉 ろっ骨
イ 肺 横かく膜 ろっ骨
ウ 肺の筋肉 横かく膜 肺
エ 横かく膜 肺の筋肉 肺
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⑸　図２は，ヒトの肺の一部を模式的に表したもので，ヒトの肺には，肺

ほうとよばれるうすい袋
ふくろ

状のつくりがあり，そのまわりを毛細血管とよ

ばれる細い血管がとりまいています。このようなつくりは，効率よく酸

素と二酸化炭素の交
こう

換
かん

を行うのに役立っています。この理由を，句読点

も１字分として 20 字以内で簡単に説明しなさい。

問２　ヒトは肺で呼吸しますが，肺以外で呼吸する動物もいます。また，呼吸のほかにも，生活のし

かたや体のつくりなど，動物によっていろいろなちがいがあります。表２は，５種類の動物の特
とく

徴
ちょう

をまとめたものです。

　　

⑴　表２の　Ｘ　にあてはまる呼吸器官は何ですか。名前を答えなさい。

⑵　表２の　Ｙ　にあてはまるなかまのふやし方として適切なものを，次のア～ウから１つ選び，

記号で答えなさい。

ア　からのない卵をうむ　　　イ　からのある卵をうむ　　　ウ　子をうむ

⑶　ヘビの体温とまわりの温度との関係を表したグラフとして適切なものを，次のア～エから１

つ選び，記号で答えなさい。

⑷　ヘビと同じなかまに分類される動物を，次のア～オから１つ選び，記号で答えなさい。

ア　サメ　　　イ　イルカ　　　ウ　イモリ　　　エ　ペンギン　　　オ　カメ

肺ほう

毛細血管

図２

表２
呼吸のしかた なかまのふやし方 体温の変化 体表のようす

コイ 　Ｘ　 からのない
卵をうむ

まわりの温度に
よって変化する うろこ

ウサギ 肺 　Ｙ　 まわりの温度が
変化してもほぼ一定 毛

ハト 肺 からのある
卵をうむ

まわりの温度が
変化してもほぼ一定 羽毛

カエル 子：　Ｘ　
親：肺と皮ふ

からのない
卵をうむ

まわりの温度に
よって変化する しめった皮ふ

ヘビ 肺 からのある
卵をうむ

まわりの温度に
よって変化する うろこ
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　 　　　　図１は，ある川が海に流れこむようすを表したもので，地点Ａは山の中，地点Ｂは平地へ出

たところ，地点Ｃは海の近くの平地を表しています。これについて，あとの問いに答えなさい。

問１　流れる水が地面をけずるはたらきを何といいますか。

問２　大雨がふって川の水の量がふえると，問１のはたらきはどうなりますか。次のア～ウから１つ

選び，記号で答えなさい。

ア　大きくなる。　　　イ　小さくなる。　　　ウ　変わらない。

問３　流れる水が土や石を積もらせるはたらきを何といいますか。

問４　図１の地点Ａ～Ｃにおける，問３のはたらきの大きさについて適切なものを，次のア～エから

１つ選び，記号で答えなさい。

ア　地点Ａが最も大きい。

イ　地点Ｂが最も大きい。

ウ　地点Ｃが最も大きい。

エ　地点Ａ～Ｃでほぼ同じである。

問５　図１の地点Ｃの川原に見られる石は，地点Ａで見られる石と比べてどうなっていますか。次の

ア～エから１つ選び，記号で答えなさい。

ア　大きくて角ばっている。

イ　大きくて丸みを帯びている。

ウ　小さくて角ばっている。

エ　小さくて丸みを帯びている。

問６　問５のようになるのはなぜですか。理由を簡単に説明しなさい。

第２問
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問７　図２は，図１の地点Ｂで川が曲がって流れているようすを表しています。

⑴　図２のＸ－Ｙで切った川底の断面のようすとして適切なものを，次の

ア～エから１つ選び，記号で答えなさい。

⑵　図２の地点Ｐ～Ｒの水の流れの速さとして適切なものを，次のア～オから１つ選び，記号で

答えなさい。

ア　地点Ｐでははやく，地点Ｑ，Ｒにいくにつれておそくなる。

イ　地点Ｒでははやく，地点Ｑ，Ｐにいくにつれておそくなる。

ウ　地点Ｐ，Ｒでははやく，地点Ｑではおそい。

エ　地点Ｑでははやく，地点Ｐ，Ｒではおそい。

オ　地点Ｐ～Ｒともほぼ同じ速さである。

図２

流れる向き

Ｘ
Ｐ Ｑ Ｒ

Ｙ

Ｘ Ｙ Ｘ ＹＸ ＹＸ Ｙ
ア イ ウ エ
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　 　　　　もののすがたの変化について，あとの問いに答えなさい。

問１　もののすがたは，熱したり，冷やしたりすると，図１のよう

に，固体，液体，気体と変わります。

⑴　図１で，冷やしたときの変化を表す矢印はどれですか。Ａ

～Ｆからすべて選び，記号で答えなさい。

⑵　次の①，②の変化は，図１のＡ～Ｆのどの変化にあてはま

りますか。１つずつ選び，それぞれ記号で答えなさい。

①　寒い日の朝，窓
まど

ガラスに水てきがついていた。

②　ドライアイスをしばらく置いておいたところ，ドライアイスがなくなっていた。

問２　水が氷に変化するときは体積が約 1.1 倍になり，水が水蒸気に変化するときは体積が約 1700

倍になります。10cm3 の氷がすべて水蒸気になると体積は何 cm3 になりますか。小数第１位を四

捨五入して，整数で答えなさい。

問３　温度変化による水のすがたの変化について調べるために，次のような実験を行いました。

【実験】 　ビーカーの中に入れた氷をゆっくり熱して，温度変化を調べた。図２は，このときの加熱時

間と温度との関係をグラフに表したものである。

第３問
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⑴　氷を熱して温度Ｘに達すると，氷はとけて水になり，さらに温度Ｙに達すると，水の量がだ

んだん少なくなっていきました。水の量がだんだん少なくなったのはなぜですか。理由を簡単

に説明しなさい。

⑵　図２のＸ，Ｙの温度はそれぞれ何℃ですか。

⑶　図２の点Ｐ～Ｓのうち，ビーカーの中に氷があるのはどの点ですか。すべて選び，記号で答

えなさい。

⑷　実験で用いた氷の体積を半分にして，同じ条件で熱しました。

①　図２のＸの温度は，はじめの実験と比べてどうなりますか。次のア～ウから１つ選び，記

号で答えなさい。

ア　高くなる。　　　イ　低くなる。　　　ウ　変わらない。

②　図２のＹの温度に達するまでの時間は，はじめの実験と比べてどうなりますか。次のア～

ウから１つ選び，記号で答えなさい。

ア　長くなる。　　　イ　短くなる。　　　ウ　変わらない。
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　 　　　　２つのばねＡ，Ｂを使って，次のような実験を行いました。これについて，あとの問いに答

えなさい。ただし，ばねや棒，糸の重さや体積は考えないものとし，水１cm3 の重さは１ｇとします。

【実験１】 　図１のように，ばねＡ，Ｂにいろいろな重さのおもりをつる

して，ばね全体の長さを調べた。表１は，その結果をまとめた

ものである。

　　　　　　

問１　ばねＡ，Ｂのもとの長さは，どちらがどれだけ長いですか。次の文の（　①　）にあてはまる

記号と，（　②　）にあてはまる数を答えなさい。

　　　ばね（　①　）のほうが（　②　）cm 長い。

問２　ばねＡに 50 ｇのおもりをつるすと，ばねＡ全体の長さは何 cm になりますか。

問３　ばねＢにある重さのおもりをつるすと，ばねＢ全体の長さは 20.0cm になりました。このとき

ばねＢにつるしたおもりの重さは何ｇですか。

【実験２】 　棒Ｃの中心におもりＸをとりつけ，図２のように，ばねＡ，

Ｂにつるしたところ，棒Ｃが水平になった。

問４　棒ＣにとりつけたおもりＸの重さは何ｇですか。

第４問

図１

ばねののび

おもり

全
体
の
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も
と
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長
さ表１

おもりの重さ〔ｇ〕 20 40 60 80
ばねＡ全体の長さ〔cm〕 13.0 14.0 15.0 16.0
ばねＢ全体の長さ〔cm〕 12.5 14.5 16.5 18.5

図２

ばねＡ ばねＢ

おもりＸ棒Ｃ
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　水の中にものを入れると，水の中にあるものは水から上向きの力を受けます。また，この力は，水

の中にあるものがおしのけた水の体積分の重さと同じになります。

【実験３】 　図３のような底面積が 20cm2 で高さが ycm の

直方体のおもりＹを，糸でばねＡにつるした。図

４のように，水面とおもりＹの底面が平行になる

ようにして，おもりＹを水にしずめていき，おも

りＹを 1.0cm しずめるごとにばねＡ全体の長さを

調べた。表２は，その結果をまとめたものである。 

ただし，おもりＹは水そうの底についていないも

のとする。

　　　　　　　　

問５　水面からおもりＹの底面までのきょりとばねＡののびとの関係をグラフに表しなさい。

問６　おもりＹの重さは何ｇですか。

問７　おもりＹの高さ y は何 cm ですか。

問８　ばねＢを用いて，【実験３】と同様の実験を行うと，水面からおもりＹの底面までのきょりが

6.0cm のときのばねＢ全体の長さは何 cm になりますか。

図４

ばねＡ

水水

水そう水そう

糸糸

水面から
おもりＹの
底面までの
きょり

水面から
おもりＹの
底面までの
きょり

おもりＹおもりＹ

図３

おもりＹおもりＹ

20cm220cm2
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表２

水面からおもりＹの
底面までのきょり〔cm〕 0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0

ばねＡ全体の長さ〔cm〕 18.0 17.0 16.0 15.0 14.0 13.0 13.0 13.0 13.0


